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変
容
①

の

浦

宏

研
究
の
目
的

最
近
に
お
け
る
わ
が
国
の
近
代
工
業
の
著
る
し
い
発
展
は
経
済
地
理
上
か
ら
み
て
ひ
ど
い
地
域
格
差
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
た

め
地
域
格
差
を
是
正
し
て
均
衡
の
と
れ
た
国
土
の
全
体
的
発
展
を
図
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
経
済
構
造
政
策
を
打
ち
出
せ
ば
よ
い
か
と

い
う
こ
と
が
、
当
面
し
た
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
構
造
政
策
に
よ
る
地
域
改
造
以
前
の
問
題
と
し
て
、
ゆ

木曽山脈南東部山村地域の変容

き
づ
ま
っ
た
農
山
漁
村
は
否
応
な
く
、
す
で
に
は
げ
し
い
変
容
を
と
げ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
を
正
し
く
理
解
し
、
方
向
づ
け

る
た
め
に
は
こ
の
現
象
の
直
接
的
背
景
と
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
経
済
地
域
の
変
容
の
歴
史
を
実
証
的
に
把
握
し
、
地
域
の
性
格
を
明
ら
か

に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
。
地
域
変
容
の
歴
史
や
そ
の
上
に
み
ら
れ
る
地
域
性
の
解
明
は
構
造
改
革
上
直
接
役
立
つ
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
も
、
ゆ
き
づ
ま
っ
た
山
村
を
近
代
的
に
経
済
開
発
し
、
再
構
造
す
る
手
掛
り
と
な
る
と
の
考
え
に
も
と
づ
き
こ
の
研
究
を
す
す

②
 

め
た
。
山
村
に
は
従
来
は
っ
き
り
し
た
定
義
は
な
い
が
、
現
実
の
山
村
民
の
生
活
を
み
る
と
、
行
政
上
の
区
画
単
位
に
政
治
・
経
済
・
文

化
・
教
育
な
ど
の
諸
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
山
村
を
「
山
地
に
位
置
を
占
め
、
林
業
な
ど
を
通
じ
て
山
地
資

源
に
つ
よ
く
依
存
す
る
と
み
ら
れ
る
行
政
上
の
村
」
と
い
う
意
味
に
使
用
し
、
木
曽
山
脈
南
東
部
山
村
地
域
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
変
容

に
つ
い
て
地
域
的
に
検
討
を
加
え
た
。
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研
究
対
象
地
域
は
わ
が
国
の
森
林
帯
の
水
平
分
布
か
ら
み
る
と
、
年
平
均
V
c
l
p
C
の
範
囲
で
あ
る
温
帯
林
(
ブ
ナ
帯
、
本
州
中
部

噌

i

ー
北
海
道
南
西
部
)
の
南
縁
に
位
置
し
、

モ
ミ
・
ツ
ガ
・
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ
・
ス
ギ
・
ブ
ナ
・
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
ほ
か
ク
ワ
・
コ
ナ
ラ
・

ク
ヌ
ギ
な
ど
の
雑
木
林
が
多
く
、

一
般
に
標
高
の
高
い
尾
根
ぞ
い
の
官
行
造
林
地
に
は
カ
ラ
マ
ツ
が
目
立
っ
て
い
る
。

対
象
と
し
た
山
村
地
域
を
川
和
知
野
川
流
域
(
浪
合
)
、
開
矢
作
川
上
流
域
(
平
谷
・
根
羽
)
、
同
黒
川
流
域
(
清
内
路
)
の
三
流
域
に
分

@
 

け
て
考
察
し
た
。
こ
の
う
ち
、
黒
川
は
阿
知
川
の
支
流
で
あ
り
、
和
知
野
川
と
と
も
に
天
竜
川
水
系
で
あ
る
。
ま
た
、
矢
作
川
上
流
域
・

和
知
野
川
流
域
は
三
州
街
道
(
名
塩
国
道
)
沿
い
山
村
で
あ
り
、
黒
川
流
域
は
古
来
、
物
資
輸
送
上
重
要
な
街
道
か
ら
は
づ
れ
、
と
く
に

@
 

隔
絶
性
の
つ
ょ
い
と
推
定
さ
れ
る
山
村
域
で
あ
る
。
次
に
三
州
街
道
沿
い
山
村
の
う
ち
浪
合
(
盆
地
底
標
高
九
五
O
m
)
・
平
谷
(
九
二
O

m
)
は
高
冷
地
山
村
で
あ
る
が
、
根
羽
(
五
八
O
m
)
は
高
冷
地
山
村
と
は
い
え
な
い
。
清
内
路
は
下
清
内
路
(
八
O
O
m
)
、

上
清
内

路
(
九
O
O
m
)
と
に
分
れ
、

や
は
り
高
冷
地
山
村
で
あ
る
。
(
第
1
図
参
照
)

E 

地
域
経
渚
の
現
状

)
 

4
B
A
 
(
 
林
業
へ
の
依
存
状
況

専
業
兼
業
別
農
家
数
(
第
1
表
)
を
み
る
と
浪
合
・
清
内
路
に
は
専
業
農
家
な
く
、
平
谷
(
一
九
五
O
年
に
は
専
業
農
家
な
し
、
六

C

年
に
は
専
農
が
七
%
)
、
根
羽
(
専
農
率
九
%
)
も
兼
業
農
家
が
九
O
%
以
上
を
占
め
て
い
る
。
兼
業
種
別
で
は
第
一
種
兼
業
よ
り
第
二
種

兼
業
が
多
く
、
第
二
種
の
割
合
は
根
羽
の
五
O
%
を
最
低
と
し
、
平
谷
の
八
九
%
を
最
高
と
し
て
い
る
。
林
業
へ
の
兼
業
率
を
み
る
と
第

一
種
兼
業
で
は
六
六
%
(
平
谷
)
|
九
五
%
(
清
内
路
)
平
均
八
二
%
、
第
二
種
で
は
七
一
%
(
根
羽
)
|
七
九
%
(
浪
合
)
平
均
七
五

%
で
第
一
種
の
方
が
林
業
と
の
兼
業
率
が
高
い
。
こ
れ
は
林
業
関
係
労
働
の
農
閑
期
に
お
け
る
余
剰
労
力
利
用
性
を
示
す
も
の
と
考
え
ら

と
の
点
を
別
の
角
度
か
ら
検
討
す
る

れ
る
。
第
1
・
2
表
か
ら
こ
の
地
域
の
林
業
へ
の
依
存
度
の
強
さ
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第1表 専業兼業別農家数 (1960)

キす ，'01j 1良 合|平 谷|根 羽|清内路

戸O (OF6)1 ! j1コ3 刊%1 戸。% 
専 業 (0) 

第 1種兼農 88 (39): 9 (4) 164 (41) 95 (35) 

第 2種兼農 m 叫 199 (50) 178 (65) 

総 戸 数 224 (100)i 187 (100) 398 (100) 273 (100) 

第2表 農家の林業への兼業率 (1960)

村 別 良 合 l平 羽 i清内路

第 1 種 兼 農 8戸8(10906)1! 戸9(100F6) 16戸4(10ア06) 戸95(10906) 

賃労働・人夫日雇 55 (62)! 1 (11) 69 (42) 10 (10) 

製炭・製薪|

育林業・木材伐出業等
7 J (21) 17J (43) 

林業関係への兼業率 (83) (66) (85) (95) 
-------一一一一一‘一・ 一一 晶晶晶晶圃・

m(mi 胤(附 199(附
一一一一一ーー

第 2 種兼農 178 (100) 

賃労働・人夫日雇 93 (69)! 50 (30) 1 70 (35) 53 (29) 

製 炭 製 薪

育林業・木材伐出業等
2J (46) 

林業関係への兼業率 (79) (75) (71) (75) 

第 3表生産額構成の褒化

i総生産額l農 産l蚕繭糸|工産i林 産iその他
合 119，2州叫叫叫加 1，35判o! 杭伺
1凶00タ%矧五引 1η7.3' 17.4 0.01' 64.3' 

，， 90'1i t::r:: 10AI 清内路 117，205 11， 382: 65， 184' 955: 38， 738 

l 叫 9.71 55610011330l 

合 273，叫 3別問8; 8wd  wo! 附加71

100 33 均 0.011 53.01 

294，3回 89，7811 89， 781! 3，3551 185， 6201 

1001305im5;11l6311 
! 、』ーー一一r一一ー

合 10，612，620， 2，051，500 i 1叩.000， 8， 366， 120 
100; 20 O. 01. 791 ← 

清 内路 ;16，476，802;4，755，079. 3，021，723， -1 7，840，0001 860，000 

1001 29 181 -1 481 5 
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と
第
3
表
の
如
く
、
浪
合
・
清
内
路
の
場
合
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
林
業
生
産
へ
の
依
存
度
の
つ
よ
い
こ
と
が
判
る
。
平
谷
は
水
田
が
多

く
桑
畑
少
く
、
清
内
路
は
そ
の
逆
で
あ
り
、
根
羽
・
浪
合
は
中
間
で
あ
る
。
農
産
物
の
販
売
金
額
別
戸
数
で
は
平
谷
は
五
万
円
以
上
売
上

げ
あ
る
農
家
は
三
戸
に
過
ぎ
ず
、
根
羽
で
は
六
%
、
浪
合
で
は
一
一
%
に
過
ぎ
な
い
c

清
内
路
で
比
較
的
販
売
農
家
が
多
い
の
は
養
蚕
・

畑
作
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
ほ
と
ん
ど
が
二

O
万
円
以
下
で
あ
る
。
清
内
路
は
米
の
生
産
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
い
っ
て
よ

く
、
浪
合
、
平
谷
は
食
料
自
給
力
三

t
四
カ
月
程
度
、
根
羽
が
約
六
カ
月
程
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
あ
る
か
ら
農
業
生
産
へ
の

依
存
度
が
非
常
に
低
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

(2) 

林
相

そ
こ
で
森
林
資
源
の
賦
存
状
況
が
問
題
と
な
る
が
、
第
2
図
の
林
相
図
(
一
九
五
四
)
を
み
る
と
、
矢
作
川
上
流
の
平
谷
・
根
羽
お
よ

木曽山脈南東部山村地域の変容

び
和
知
野
川
上
流
の
浪
合
に
官
行
造
林
地
が
目
立
ち
、
民
有
林
で
は
矢
作
川
上
流
の
う
ち
根
羽
に
は
ス
、
ギ
・
ヒ
ノ
キ
そ
の
他
針
葉
樹
の
人

工
的
美
林
が
あ
り
、
こ
れ
は
天
竜
村
(
平
岡
・
神
原
)
、
遠
山
村
な
ど
愛
知
県
、
静
岡
と
境
を
接
す
る
長
野
県
最
南
の
温
暖
多
雨
地
域
、

お
よ
び
北
信
の
山
ノ
内
町
付
近
に
比
較
さ
れ
、
長
野
県
屈
指
で
あ
る
。
平
谷
、
清
内
路
で
は
雑
木
の
倭
林
(
天
然
林
)

W

H

令
級
以
上
が
広

大
な
面
積
を
占
め
、
浪
合
の
場
合
に
は
加
え
て

I
I
E
令
級
の
嬢
林
お
よ
び
針
広
混
合
林
の
幼
令
林
の
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
根
羽
は
人
工
の
美
林
に
恵
ま
れ
、
清
内
路
、
浪
合
、
平
谷
は
雑
の
媛
林
、
す
な
わ
ち
、
薪
炭
林
が
多
く
、

と
く
に
浪
合
に
は
幼
令
林

が
多
い
。
そ
れ
で
は
何
故
、
と
の
よ
う
な
森
林
資
源
賦
存
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
。

E
 
変
容
の
過
程
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d
E
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(
 
三
州
街
道
筋
の
山
村
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木

曽

谷 調F
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愛知県

第 2図林相図



1;..) 

和
知
野
川
涜
域
九
浪
合
)
@

(i) 

浪
合
村
の
林
野
の
大
部
分
は
村
有
林
で
、
個
人
有
林
は
な
い
。
山
林
の
樹
令
別
樹
種
別
蓄
積
(
官
行
造
林
を
除
く
、

一
九
五
五
浪

合
農
協
調
、
こ
れ
よ
り
新
し
い
資
料
が
な
い
の
で
同
調
査
に
よ
る
)
を
見
る
と
、
適
正
伐
期
令
で
は
な
い
が
、

ど
の
樹
種
も
一
応
利
用
で

き
る
樹
令
(
利
用
伐
期
令
)
を
二
O
年
と
お
さ
え
て
み
る
と
、
利
用
伐
期
令
以
上
は
林
野
総
面
積
四
、
O
一
一
町
歩
の
一
二
・
八
%
、

以

下
が
六
八
・
七
%
(
一
O
年
以
下
の
幼
令
林
が
四
三
%
を
占
め
る
)
原
野
四
・
八
%
、
伐
採
跡
地
四
・
七
%
で
あ
る
。

樹
種
別
蓄
積
で
は
雑
が
首
位
で
七
二
%
、

カ
ラ
マ
ツ
一
五
%
、

モ
ミ
な
ど
で
あ
る
。

ヒ
ノ
キ
六
・
九
%
、

つ
い
で
ツ
ガ
、

ア
カ
マ
ツ
、

用
薪
材
別
蓄
積
で
は
用
材
林
の
総
蓄
積
に
対
す
る
適
伐
以
上
の
蓄
積
は
一
七
%
、
薪
炭
林
(
広
葉
樹
の
み
)
の
場
合
で
三
一
%
で
あ
っ

て
、
用
薪
材
林
一
町
当
り
蓄
積
は
九
八
石
に
過
ぎ
ず
、
全
国
平
均
(
二
四
O
石
)
に
対
し
て
四
O
%
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
が
こ
の
村
の
林
業
経

営
上
の
問
題
点
で
あ
る
。
官
行
造
林
地
総
面
積
一
、

一
一
四
町
、
う
ち
植
裁
四
四
九
町
(
一
O
O
%
)
、
内
訳
ヒ
ノ
キ
四
三
%
、

サ
ワ
ラ
一

木曽山脈南東部山村地域の変容

%
、
カ
ラ
マ
ツ
五
二
一
%
、
雑
木
三
%
。
カ
ラ
マ
ツ
・
ヒ
ノ
キ
の
蓄
積
が
多
く
、
総
蓄
積
約
一
O
万
石
と
推
定
さ
れ
、

一
町
当
り
二
四
五
石

で
こ
れ
は
全
国
平
均
な
み
の
蓄
積
量
を
示
し
て
い
る
。

@
⑦
 

江
戸
時
代
中
期
以
降
商
品
経
済
が
発
達
し
、
中
央
高
地
と
東
海
地
方
と
の
物
資
輸
送
が
活
発
に
な
る
と
三
州
街
道
(
中
仙
道
の
脇

-
冒
且

往
還
)
の
交
通
運
輸
量
が
増
加
し
、
浪
合
も
そ
れ
ま
で
の
素
朴
な
自
給
自
足
経
済
を
脱
し
、
宿
場
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
、
牛
馬
宿
・
旅
人

宿
・
休
茶
屋
等
の
経
営
、
人
牛
馬
わ
ら
じ
・
ま
ぐ
さ
(
カ
リ
ヤ
ス
)
の
販
売
な
ど
宿
場
活
動
を
通
じ
、
ま
た
牛
馬
稼
を
通
じ
、
交
通
運
輸

に
つ
よ
く
依
存
す
る
経
済
生
活
が
展
開
し
、
明
治
中
期
に
お
よ
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
の
一
端
が
浪
合
の
牛
馬
頭
数
の
累
年
変

化
に
反
映
さ
れ
て
い
る
(
第
3
図
)
。
す
な
わ
ち
、
牛
馬
頭
数
の
変
化
の
傾
向
を
み
る
と
、
筆
者
の
調
査
の
結
果
判
明
し
た
範
囲
で
は
、

87 

一
七
二
二
(
享
保
七
年
)
に
は
牛
五
八
頭
、
馬
五
O
頭
計
一
O
八
頭
、

以
後
幕
末
ま
で
に
一
O
O
一
頭
を
割
る
の
は
一
七
五
五
(
宝
暦
五
)
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年
の
八
二
頭
、

一
八

O

(
享
和
一
)
年
の
九
二
頭
の
両
年
で
他
の
年
は
一

O
O頭
以
上
で
あ
っ
て
、

一
九
三
五
(
昭

一
八
二
六
(
文
政
九
)
年
は
一
五

二
頭
で
ピ

1
ク
を
な
し
て
い
る
。
戸
数
と
の
関
係
を
み
る
と
年
に
よ
り
一
様
で
は
な
い
が
概
ね
二
戸
一
頭
内
外
で
あ
る
。

150 

100 

50 

和
一

O
)
年
以
降
と
対
比
す
る
と
人
口
・
戸
数
の
激
増
(
二

t
一
二
倍
)
に
か
か
わ
ら
ず
牛
馬
数
の
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
江
戸
中
期
以
降

(3) 

6 

.4 

2 

30 

10 

20 

疋弘回目

浪合における人口，戸数，牛J馬数の累年褒化

幕
末
ま
で
の
街
道
依
存
性
の
端
的
な
表
現
と
解
せ
ら
れ
る
。

出

一

八

九

O
(
明
治
二
三
)
年

1
九
四
(
明
治
二
七
)
年
に
三
州
街
道
が
県
道
と
し
て

改
修
さ
れ
、
道
路
の
幅
員
が
拡
張
さ
れ
る
と
運
送
(
馬
)
車
(
荷
積
車
)
が
出
現
し
た
。
初
期

の
運
送
車
は
一

O
O貫
積
の
小
型
、
大
正
に
入
る
と
二

O
O貫
積
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。

駄

三
O
貫
で
あ
っ
た
か
ら
初
期
に
は
運
送
車
一
台
で
三
頭
分
強
、
大
正
期
に
は
七
頭
分
弱
の
輸

送
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
人
牛
馬
の
交
通
量
が
激
減
し
た
@
。

ま
た
馬
追
い
か
ら
牛
馬
車
へ

の
転
向
に
は
資
本
が
必
要
で
、
荷
馬
一
疋
四

O
円
に
対
し
て
転
向
に
は
二

0
0
1三
O
O円

の
資
本
が
か
か
っ
た
。
と
れ
は
馬
追
い
に
は
な
か
仕
か
の
大
金
で
あ
っ
た
。

一
方
、
米
作
に

し
て
も
反
当
二

l
四
俵
と
い
う
低
収
量
で
は
農
業
へ
の
転
進
も
魅
力
が
な
か
っ
た
。
県
道
改

修
と
い
う
交
通
因
子
の
改
善
に
伴
い
用
材
搬
出
が
容
易
と
な
り
、
産
業
革
命
期
の
需
要
と
相

倹
っ
て
、
事
業
家
の
稼
行
が
盛
ん
に
な
る
と
牛
馬
追
い
か
ら
多
く
は
山
稼
へ
転
向
し
た
。
明

第3図

治
中

l
末
期
が
も
っ
と
も
盛
大
な
用
材
伐
出
の
時
期
で
、

モ
ミ
・
ツ
ガ
・
ブ
ナ
・
ミ
ヅ
・
ヒ

ノ
キ
が
製
材
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
雑
木
は
除
外
さ
れ
た
の
で
、
大
正
に
入
る
と
と
れ
を
対

象
と
す
る
製
炭
に
移
行
し
た
が
、
と
の
時
期
は
あ
た
か
も
養
蚕
業
の
時
期
と
一
致
し
た
。
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九
三
七
(
昭
一
二
年
頃
に
は
製
炭
の
盛
ん
な
時
期
は
過
ぎ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
年
総
戸
数
三
一
七
戸
の
う
ち
製
炭
戸
数
の
専

業
四
三
戸
、
副
業
一
一
一
二
戸
、
合
計
一
五
六
戸
で
約
五

O
%が
製
炭
業
に
従
事
し
て
い
る
。
搬
出
等
の
関
連
労
働
を
考
え
る
と
、
と
の
村

の
大
部
分
の
人
々
が
直
接
間
接
に
製
炭
業
と
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

市
製
炭
業
・
養
蚕
業
の
盛
ん
な
時
期
を
過
ぎ
、
ゆ
き
づ
ま
っ
て
き
た
一
九
三
五
(
昭
和
一

O
)
年
以
降
離
村
出
稼
現
象
が
お
と
る
。

一
九
三
五
↓
四

O
年
の
五
年
聞
に
二

O
戸
・
一
ニ
二
名
減
。
別
に
一
二
八
(
昭
二
三
年
頃
よ
り
渡
満
が
は
じ
ま
り
南
信
濃
郷
(
昭
一
七
、
智

思
・
清
内
路
・
浪
合
・
平
谷
・
根
羽
五
カ
村
の
分
村
と
し
て
成
立
)
を
軸
と
し
て
満
州
移
民
は
合
計
一
三
三
名
に
お
よ
ん
だ
。
太
平
洋
戦

争
前
後
を
通
じ
て
公
私
有
と
も
乱
伐
さ
れ
た
が
、
と
く
に
直
後
の
復
興
ブ

l
ム
に
よ
る
山
景
気
は
山
林
過
伐
の
ツ
メ
跡
を
残
し
て
完
全
に

ゆ
き
，
つ
ま
り
、
例
え
ば
、

一
九
五
三
(
昭
二
八
)
↓
五
五
(
昭
三

O
)年
の
間
に
合
計
九
三
名
の
出
稼
離
村
を
み
た
。
ま
た
官
行
造
林
へ
の

依
存
が
大
き
く
、

一
九
五
五
年
八
月
当
時
、
官
行
造
林
の
地
搭
え
、
下
刈
り
等
の
作
業
に
毎
日
五

0
1六
O
名
が
通
勤
、
中
学
卒
業
生
も

木曽山脈南東部山村地域の変容

村
内
に
残
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

一
九
二
三
(
大
正
二
己
年
以
来
実
施
さ
れ
た
官
行
造
林
の
収
穫
が
い
よ
い
よ
開
始
さ
れ
、
分
収

歩
合
五
分
五
分
で
あ
る
か
ら
、
村
の
急
場
は
こ
れ
に
よ
っ
て
救
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

矢
作
川
上
流
域
(
平
谷
・
根
羽
)
⑬

制
-
E

前
述
の
如
く
、
矢
作
川
上
流
域
の
う
ち
、
平
谷
は
高
冷
地
、
根
羽
は
異
る
が
、
隣
接
す
る
両
村
の
林
相
に
著
る
し
い
差
の
あ
る
の

は
何
故
か
1
1ー
と
れ
が
筆
者
の
最
初
の
疑
問
点
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
根
羽
に
は
人
工
の
美
林
あ
り
蓄
精
が
多
く
、
平
谷
に
は
雑
木
の

媛
林
が
多
く
、
カ
ラ
マ
ツ
の
植
林
地
が
点
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
両
盆
地
底
で
は
年
平
均
気
温
↓
根
羽
二
一
度
C
、
平
谷
一

O
度
C
、
年
降

水
量
↓
根
羽
二
四

C
C粍
、
平
谷
二
一
五

O
粍
で
根
羽
の
方
が
高
温
多
雨
、
森
林
繁
茂
の
上
か
ら
好
適
で
あ
る
。
だ
が
、
と
れ
は
盆
地
底

89 

附
近
の
標
高
の
低
い
地
域
の
条
件
で
あ
っ
て
、

ス
ギ
な
ど
の
人
工
林
に
は
大
き
く
作
用
し
て
い
る
が
、
山
地
を
ふ
く
め
て
全
体
的
に
み
る
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と
平
谷
も
根
羽
も
大
差
な
い
気
候
条
件
下
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
地
質
土
壌
か
ら
み
る
と
丸
山
・
茶
臼
山
・
池
ノ
平
付
近
に
玄
武
岩
、
第

三
紀
層
(
凝
灰
岩
、
角
牒
岩
、
砂
岩
等
)
の
分
布
が
み
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
花
山
岡
岩
系
か
ら
な
る
平
谷
よ
り
も
森
林
土
壌
が
肥
沃
で
あ
る
。

⑪
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
自
然
的
因
子
の
卓
越
性
の
み
か
ら
根
羽
の
森
林
を
評
価
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
野
県
下
屈
指

の
根
羽
林
業
の
理
解
に
は
そ
の
歴
史
的
性
格
の
追
求
が
必
要
で
あ
る
。

働
根
羽
の
林
野
は
村
総
面
積
の
九
O
%
(
八
、
一
O
六
町
)
を
占
め
林
野
の
う
ち
村
有
林
野
六
八
%
、
個
人
有
林
野
三
二
%
で
、
蓄
積

は
五
三
%
対
四
七
%
、
二
倍
の
面
積
を
も
っ
村
有
林
が
個
人
有
林
の
蓄
積
を
僅
か
上
廻
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
針
葉
樹
林
対
広
葉
樹
林
面
積

の
比
率
は
村
有
林
で
は
一
・
六
対
一
・
O
、
個
人
有
林
で
は
一
ニ
対
一
で
、
個
人
有
林
の
方
が
村
有
林
よ
り
は
る
か
に
良
質
で
あ
る
。
個
人

有
林
は
三
七
六
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
一
町
以
下
の
所
有
者
が
六
O
%
、

一
O
町
以
上
が
二
%
弱
(
六
人
)
で
、
こ
の
六
人
で
全
個
人
有

林
野
の
三
O
%
を
所
有
支
配
、

一
町
以
下
の
零
細
所
有
者
は
わ
ず
か
に
一
五
%
を
所
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
村
有
林
経
営
に
重
点

が
お
か
れ
、

一
九
五
八
(
昭
和
三
二
)
年
六
月
村
有
林
経
営
計
画
が
確
立
し
、
個
人
貸
付
林
、
分
収
林
の
増
加
を
は
か
り
計
画
的
森
林
経

営
に
乗
り
出
し
つ
つ
あ
る
。
第
4
表
に
よ
っ
て
人
口
、
牛
馬
数
の
変
化
を
み
る
と
、
明
治
初
年
の
四
二
六
頭
の
牛
馬
は
総
戸
数
二
二
一
に

対
し
て
一
戸
平
均
一
・
三
頭
に
当
り
、
家
畜
飼
育
の
普
及
し
た
今
日
、
人
口
戸
数
の
倍
増
に
対
し
て
二
七
二
頭
に
激
減
し
て
い
る
の
は
江

戸
中
期
↓
明
治
中
期
に
至
る
根
羽
宿
を
中
心
と
し
た
馬
稼
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
無
言
で
証
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
↓

明
治
一

0
年
代
に
至
る
聞
の
商
品
作
物
の
中
で
は
葉
煙
草
の
生
産
を
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
八
七
古
(
明
治
一
O
)
年
に
は
畑

総
面
積
の
怖
が
葉
煙
草
畑
で
あ
っ
て
清
内
路
と
と
も
に
伊
那
谷
南
部
の
二
大
生
産
地
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
O
年
頃
に
は
養
蚕
業
の
発
展

に
お
さ
れ
て
煙
草
畑
は
桑
固
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
前
述
の
三
州
街
道
改
修
が
お
こ
な
わ
れ
、
産
業
革
命
期
の
木
材

需
要
と
相
侯
ち
、
明
治
末
ま
で
に
急
速
な
用
材
伐
出
が
行
わ
れ
た
。

一
八
八
八
(
明
治
二
一
)
年
、
学
校
林
に
端
を
発
す
る
造
林
が
愛
知



根羽における人口，牛馬数

の~.化

仁 |人口|戸数牛馬数

1911 (明44)12，664' 474'1 411 

1932 (昭 7)I 2，677
1 
521 I 249 

1935 (日g10)I 2，805 540 

1940 (昭15)I 2，823: 590 
1945 (昭20)I 3，1631 543 

四国(附25〉 3311144 R580 299 

1955 (昭30)Mhm

11960 (昭35)1 3，1141 620 1 272 

県
稲
武
町
(
隣
接
)
の
古
橋
源
六
郎
⑫
な
ど
の
植
林
思
想
に
影
響
さ
れ
て
、

一
九
O
九

第4表

(
明
治
四
二
)
年
、
村
当
局
は
根
羽
村
基
本
財
産
条
例
を
定
め
九
五
町
歩
に
一
六
年
間
継
続

事
業
と
し
て
植
林
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
こ
の
思
想
が
個
人
有
林
に
も
普
及
し
実
践
さ
れ

た
こ
と
が
、
根
羽
民
有
林
業
成
立
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
用
材
伐
出
後
の
大
正
↓
昭
和

初
期
は
浪
合
・
平
谷
な
ど
と
同
様
の
製
炭
業
へ
の
依
存
期
で
あ
っ
た
が
、
薪
炭
林
伐
採
の

対
応
策
と
し
て
一
九
二
三
(
大
正
一
二
)
年
↓
二
四
(
大
正
一
三
)
年
に
「
村
有
林
施
業
案
」

を
作
成
し
、
村
有
林
五
、
五
O
O
町
歩
の
内
、
比
較
的
奥
地
一
、

二
O
O
町
歩
余
を
官
行

造
林
、
そ
の
他
を
薪
炭
林
と
用
材
林
に
分
け
て
経
営
す
る
近
代
的
な
森
林
経
営
に
乗
り
出

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
薪
炭
林
は
二
O
l
二
五
年
輪
伐
で
毎
年
七
O
町
歩
ず
つ
皆
伐
、
用
材
林
は
四

0
1八
O
年
輪
伐
と
し
て
ヒ
ノ

木曽山脈南東部山村地域の変容

キ
・
サ
ワ
ラ
・
ア
カ
マ
ツ
・
ス
ギ
・
モ
ミ
・
ツ
ガ
を
植
林
す
る
計
画
を
樹
て
、
経
営
を
は
じ
め
て
い
る
。

一
九
三
五
(
昭
和
一
O
)
年
の

根
羽
村
総
生
産
額
に
対
す
る
蚕
繭
糸
生
産
額
の
比
率
は
一
七
%
、
林
産
額
は
四
六
・
六
%
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
養
蚕
業
、
製
炭
業

依
存
期
の
残
象
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
一
九
四
O
(
昭
和
一
五
)
年
頃
の
林
業
生
産
を
み
る
と
用
材
は
明
治
期
の
植
栽
か
ら
な
る
個
人
有
林

か
ら
の
ス
ギ
が
大
部
分
、
ヒ
ノ
キ
・
マ
ツ
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。

出
根
羽
の
人
口
三
、
一
一
四
人
、
山
林
八
、

0
0
0
町
歩
、
田
一
O
四
町
歩
(
二
毛
作
四
町
歩
)
、
桑
畑
一
二
町
歩
、
畑
七
八
町
歩
に

対
し
て
、
平
谷
で
は
人
口
一
、
二
O
O
人
(
対
根
羽
四
O
%
)
、
山
林
七
、

0
0
0
町
歩
(
同
八
五
%
)
、

田
四
八
町
(
同
四
六
%
)
、
桑
畑
二

91 

町
歩
(
同
一
O
%
)
、
畑
一
七
町
歩
(
同
二
二
%
)
、
桑
畑
、
普
通
畑
計
一
九
町
(
同
一
九
%
)
で
あ
る
。
根
羽
に
対
す
る
平
谷
の
割
合
は
人

口
四
O
%
、
耕
地
三
三
%
程
度
で
あ
る
が
、
山
林
は
八
五
%
あ
り
、
人
口
、
耕
地
の
割
合
に
山
林
は
広
大
で
あ
る
。
そ
の
上
、
前
述
の
如
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く
自
然
的
因
子
が
森
林
繁
茂
上
、
根
羽
に
劣
る
こ
と
、
高
冷
地
で
あ
る
か
ら
農
業
生
産
に
不
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
森
林
へ
の
極
度
な

掠
奪
的
生
産
の
方
向
を
と
ら
し
め
た
。
平
谷
と
根
羽
は
同
流
域
で
隣
接
し
て
い
な
が
ら
通
婚
状
態
を
み
て
も
関
係
う
す
く
、
根
羽
は
愛
知

県
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
谷
は
浪
合
と
の
統
合
度
が
強
く
、
明
治
以
来
前
後
半
世
紀
(
五
八
年
間
)
に
わ
た
っ
て
同
じ

行
政
村
を
つ
く
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
で
平
谷
は
先
進
地
た
る
三
河
林
業
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
少
く
、
浪
合
と
と
も
に
森
林
伐

出
後
の
計
画
的
造
林
管
理
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
媛
林
の
多
い
現
状
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

黒
川
流
域
山
村
(
清
内
路
)
⑬

O
L
 

.
什
清
内
路
の
山
林
総
面
積
三
、
九
四
七
町
の
う
ち
上
下
清
内
路
区
有
林
が
五
三
・
五
%
、
個
人
有
林
が
四
一
%
、
官
行
造
林
王
%
、

国
有
林

0
・
五
%
の
比
率
で
あ
る
。
蓄
積
量
は
区
有
林
五
一
%
に
対
し
て
個
人
有
林
四
九
%
で
、
単
位
面
積
当
り
蓄
積
は
個
人
有
が
僅
か

に
上
廻
っ
て
い
る
が
、
根
羽
の
区
有
対
個
人
有
の
そ
れ
が
約
一
対
二
で
あ
る
の
に
は
遠
く
お
よ
ば
な
い
。
民
有
林
に
お
け
る
広
葉
樹
林
は

針
葉
樹
林
面
積
の
四
倍
強
を
占
め
、
針
葉
樹
の
毎
町
当
り
蓄
積
は
二
三
一
石
に
対
し
て
広
葉
樹
は
一
三
O
石
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
場
合
、

全
国
平
均
二
四
O
石
に
対
し
て
出
強
で
あ
っ
て
蓄
積
が
極
め
て
少
い
。
年
間
生
長
且
一
民
三
三
、

六
一
八
石
に
対
し
て
消
費
量
四
O
、

O 

O
石
(
う
ち
九
O
%
は
薪
炭
用
)
で
六
、
四
八
二
石
の
過
伐
、

し
か
も
針
広
合
計
の
適
伐
以
上
八
八
、
七
八
九
石
(
清
内
路
森
組
調
査
)

は
二
年
余
で
消
費
さ
れ
る
計
算
で
、
事
実
、

今
日
ま
で
適
伐
以
下
の
幼
令
林
も
伐
採
さ
れ
蓄
積
は
年
々
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い

る。退
に
伴
っ
て
木
炭
の
生
産
が
急
増
し
て
ゆ
く
と
と
が
極
め
て
明
瞭
に
把
握
で
き
、

清
内
路
に
お
け
る
人
口
の
推
移
と
木
炭
・
葉
煙
草
生
産
量
・
収
繭
量
と
の
関
係
を
み
る
と
、
第
4
図
に
示
す
如
く
、
養
蚕
業
の
衰

し
か
も
養
蚕
業
の
盛
期
に
お
け
る
生
産
力
に
は
製
炭
業

お
よ
び
葉
煙
草
生
産
力
の
結
合
に
て
も
お
よ
ば
ず
、
人
口
減
退
が
目
立
っ
て
い
る
。

一
九
三
五
(
昭
一
O
)
年
以
後
、
満
州
移
民
と
し
て
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批
南
信
濃
郷
・
太
古
洞
・
中
和
鎮
・
千
振
開
拓
団
・
黒
台
信
濃
村
等
へ
八
八

齢
世
帯
、
が
送
り
出
さ
れ
、
別
に
青
少
年
義
勇
軍
と
し
て
も
離
村
し
、
満
州
方

m
面
へ
の
離
村
総
数
三
五
六
名
、
実
に
総
人
口
の
二

O
%に
お
よ
ん
だ
。
い

m
F

守
す
れ
に
せ
よ
、
主
と
し
て
葉
煙
草
栽
培
・
養
蚕
業
に
依
存
し
て
き
た
清
内

産性
路
の
経
済
は
、
有
力
な
商
品
作
物
を
失
う
と
人
口
の
減
退
現
象
を
お
こ
す

柑
が
、
最
終
的
に
は
山
林
資
源
へ
の
略
奪
的
生
産
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か

路内清

8 木炭4 

1十 2
依xI〆X

木 I!雇聾
炭 1.蚕

っ
た
。

@⑮ 

下
伊
那
周
縁
の
高
峻
な
山
岳
地
帯
に
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、

い
わ
ゆ

2 

図
る
樽
木
成
(
く
れ
き
な
り
)
の
村
が
存
在
し
た
が
、
清
内
路
も
鹿
塩
・
大

a
q
 
第
河
原
(
現
大
鹿
村
)
、
遠
山
(
現
上
村
・
南
信
濃
村
)
、
小
川
・
加
々
須
(
現

喬
木
村
の
内
)
、
野
熊
山
(
現
恵
那
山
)
付
六
カ
村
(
上
中
関
・
備
中
原
・
大
鹿
倉
・
向
関
・
昼
神
・
小
野
川
、

以
上
現
阿
智
村
の
内
)
と

と
も
に
樽
木
成
村
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
村
は
い
ず
れ
も
山
林
資
源
へ
の
依
存
度
の
と
く
に
高
か
っ
た
村
で
あ
る
。

⑮
 

清
内
路
は
三
州
街
道
か
ら
は
ず
れ
た
隔
絶
性
の
つ
よ
い
村
で
あ
っ
た
か
ら
、
浪
合
・
平
谷
・
根
羽
の
如
く
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け

て
街
道
依
存
生
活
の
展
開
は
な
か
っ
た
が
、
興
味
あ
る
こ
と
は
早
く
か
ら
商
品
作
物
の
単
一
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
葉

@
 

煙
草
(
清
内
路
煙
草
)
の
生
産
が
一
七
三
六
(
元
文
元
)
年
頃
よ
り
本
格
的
に
行
わ
れ
他
地
域
(
主
と
し
て
江
戸
)

へ
移
出
さ
れ
て
来
た

93 

が
、
明
治
維
新
後
や
や
衰
退
し
た
の
で
下
伊
那
郡
役
所
は
一
八
八
七
(
明
治
二

O
)
年
、
穂
子
を
下
付
し
、
改
良
方
法
を
指
示
し
、

や
や

挽
回
し
た
。
同
年
の
伊
那
谷
に
お
け
る
産
直
額
(
葉
煙
草
産
額
)
は
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上
伊
那
郡

、
O
一
一
貫
六

O
O目
(
葉
)

三
一
、
六
三
四
貫
七

O
O目
(
葉
)

で
、
上
伊
那
は
下
伊
那
の
約
出
に
過
ぎ
な
い
。
伊
那
谷
に
お
け
る
当
時
ま
で
の
産
地
は
根
羽
・
生
田
・
清
内
路
(
以
上
、
下
伊
那
郡
)
、
南

向
・
中
沢
(
以
上
、
上
伊
那
郡
)
の
五
カ
村
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二

O
年
頃
に
は
清
内
路
を
除
き
貰
圃
(
葉
煙
草
畑
)
は
桑
固
化
さ
れ
て

下
伊
那
郡

し
ま
う
の
で
、
こ
の
下
伊
那
の
産
額
の
大
部
分
は
清
内
路
産
と
み
て
差
支
え
な
い
。

こ
の
頃
の
清
内
路
に
お
け
る
煙
草
畑
は
一

O
O
町

歩
に
お
よ
ん
だ
と
い
わ
れ
る
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
全
耕
地
に
煙
草
が
作
付
さ
れ
、
完
全
な
単
一
生
産
で
あ
っ
た
と
と
が
判
る
。

一
八
九
八

(
明
治
三
一
)
年
煙
草
の
専
売
制
が
布
か
れ
て
か
ら
衰
退
が
決
定
的
と
な
り
、

一
九

O
九
(
明
治
四
二
)
年
生
産
停
止
、
当
時
漸
く
活
況
を

呈
し
て
来
た
養
蚕
へ
移
行
し
て
ゆ
く
。
こ
の
間
に
あ
っ
て
明
治
中
期
↓
末
期
に
浪
合
・
平
谷
・
根
羽
な
ど
と
同
様
、
用
材
林
の
伐
出
が
行

わ
れ
、
黒
川
な
ど
を
利
用
し
て
搬
出
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
葉
煙
草
↓
桑
(
養
蚕
業
)
と
有
利
な
商
法
一
照
的
作
物
の
単
一
栽
培
が
つ
づ
く
た

め
造
林
に
熱
意
が
な
か
っ
た
。

出
証
券
炭
窯
場
制
度
|
炭
窯
を
つ
く
る
便
宜
上
、
証
書
に
よ
っ
て
区
有
林
の
地
上
権
を
個
人
が
支
配
す
る
制
度
ー
が
一
八
七
七
(
明

治
一

O
)
年
↓
一
九
二
六
(
大
正
一
五
)
年
の
半
世
紀
の
問
実
施
さ
れ
、
区
有
林
の
一
部
を
分
割
し
て
一
戸
に
一
箇
所
の
証
券
炭
窯
場
を
与

ぇ
、
個
人
の
意
志
に
よ
っ
て
、
原
木
の
生
長
量
と
製
炭
量
の
均
衡
を
と
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
地
上
権
売
買
の
自
由
を
認
め
た

の
で
、
均
衡
が
破
れ
支
配
面
積
に
広
狭
の
差
が
あ
ら
わ
れ
た
。

一
九
二
六
(
大
正
一
五
)
年
以
降
、
村
で
は
こ
の
方
式
を
や
め
て
原
木
の

消
費
と
育
成
を
計
画
化
し
よ
う
と
し
た
が
、

一
九
三
五
(
昭
和
一

O
)
年
以
降
、
養
蚕
業
の
衰
退
に
と
も
な
っ
て
製
炭
量
は
増
加
の
一
途

を
辿
り
、
計
画
的
林
業
経
営
は
不
成
功
に
終
っ
た
。
戦
後
、
薪
炭
林
は
競
売
制
度
と
な
っ
た
が
、
競
売
窯
場
の
跡
は
樹
木
よ
り
勢
の
よ
い

笹
山
と
な
っ
て
荒
廃
し
が
ち
な
状
況
下
に
あ
る
。
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結

び

以
上
、
木
曽
山
脈
南
東
部
山
村
地
域
を
対
象
と
し
て
、
山
村
の
現
状
と
変
容
の
過
程
に
み
ら
れ
る
地
域
的
な
差
異
を
流
域
別
に
研
究
し

て
み
た
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
近
接
し
た
山
村
地
域
で
あ
る
か
ら
概
ね
同
じ
よ
う
に
変
容
し
、
類
似
し
た
現
況
下
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
微
細
に
み

る
と
矢
作
川
、
和
知
野
川
・
黒
川
三
流
域
別
に
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
発
展
し
て
来
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
ま
た
三
州

街
道
(
名
塩
国
道
)
と
い
う
よ
う
な
歴
史
的
な
輸
送
路
に
沿
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
地
域
の
変
容
上
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

川
三
州
街
道
筋
の
山
村
で
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
中
期
ま
で
は
、
中
馬
街
道
が
村
々
を
連
珠
状
に
貫
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
交
通

的
機
能
(
中
馬
稼
・
宿
場
活
動
)
を
軸
と
し
て
街
道
の
交
通
量
へ
の
依
存
を
中
心
と
す
る
経
済
構
造
で
あ
っ
た
。

木曽山脈南東部山村地域の変容

間
明
治
中
期
以
降
、
街
道
の
改
修
(
人
牛
馬
の
交
通
量
一
の
減
少
)
、
鉄
道
の
開
通
(
中
央
線
の
開
通
)
な
ど
に
よ
っ
て
街
道
へ
の
依
存
が

不
可
能
と
な
り
、
明
治
時
代
末
期
に
至
る
ま
で
天
然
林
か
ら
の
用
材
伐
出
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
に
隣
接
の
三
河
林
業
の

影
響
を
つ
よ
く
う
け
た
根
羽
で
は
計
酒
造
林
が
早
く
も
行
わ
れ
、
地
質
・
気
候
な
ど
の
自
然
的
因
子
の
卓
越
性
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
略

奪
的
乱
伐
の
禍
根
を
未
然
に
防
ぎ
、
根
羽
民
有
林
業
成
立
の
基
礎
が
培
わ
れ
た
。

同
根
羽
と
同
じ
矢
作
川
流
域
で
も
平
谷
は
和
知
野
川
上
流
浪
合
と
隣
接
し
同
性
質
を
も
っ
高
冷
地
山
村
で
行
政
的
に
も
明
治
以
来
約
半

世
紀
に
わ
た
っ
て
共
同
の
自
治
体
を
つ
く
っ
て
来
た
。
こ
の
両
村
は
根
羽
と
異
り
積
極
的
な
造
林
管
理
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

凶
用
材
伐
採
の
対
象
は
主
に
針
葉
樹
で
あ
っ
た
か
ら
大
正
↓
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
広
葉
樹
を
対
象
と
し
た
製
炭
業
が
浪
合
・
平
谷
・

95 

根
羽
と
も
盛
大
に
行
わ
れ
、
と
こ
に
山
村
特
有
の
略
奪
経
済
に
近
い
林
業
生
産
が
展
開
し
た
が
、
同
時
に
ぼ
つ
興
し
て
来
た
養
蚕
業
へ
も
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つ
よ
く
依
存
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
根
羽
で
は
造
林
が
絶
え
ず
進
行
し
た
が
、
浪
合
・
平
谷
で
は
停
滞
し
た
。
た
だ
こ
の
地
域
共
通
に
官

行
造
林
が
一
九
二
三
(
大
正
一
二
)
年
以
来
盛
ん
に
行
わ
れ
、
こ
れ
が
現
在
と
く
に
ゆ
き
づ
ま
っ
て
い
る
浪
合
・
平
谷
の
急
場
を
救
っ
て

、

}

〉

O

B
V
』

ιdC可同
黒
川
流
域
で
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
中
期
ま
で
葉
煙
草
の
単
一
栽
培
が
行
わ
れ
、
明
治
中
期
か
ら
末
期
ま
で
は
三
州
街
道
筋
山

村
地
域
と
同
じ
く
、
用
材
伐
採
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
製
炭
業
、
養
蚕
業
へ
の
依
存
期
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
時
期
を
通

し
て
計
画
造
林
は
ほ
と
ん
ど
進
行
し
な
か
っ
た
。

刷
全
地
域
と
も
一
九
三
五
(
昭
和
一

O
)
年
以
降
養
蚕
業
不
況
と
な
る
や
製
炭
業
を
中
心
と
す
る
略
奪
的
林
業
生
産
へ
の
依
存
が
高
ま

っ
た
が
、
人
口
流
出
現
象
も
お
こ
っ
た
。

間
太
平
洋
戦
争
を
契
機
と
す
る
乱
伐
は
こ
の
山
村
地
域
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
が
、

と
く
に
農
業
生
産
へ
の
依
存
度
の
低
い

地
域
ほ
ど
ひ
ど
い
。
根
羽
は
計
画
造
林
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
サ
ヲ
ラ
等
の
人
工
美
林
を
保
有
し
長
野
県
下
屈
指
の
民

有
林
業
地
と
し
て
比
較
的
安
定
し
て
い
る
が
、
浪
合
・
平
谷
・
清
内
路
に
は
人
工
美
林
な
く
、
と
く
に
清
内
路
は
高
冷
畑
作
地
域
の
た
め

も
っ
と
も
不
安
定
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

刷
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
も
っ
と
も
要
求
さ
れ
る
も
の
は
か
つ
て
の
街
道
の
交
通
量
、
葉
煙
草
生
産
、
養
蚕
業
、
用
一
羽
生
産
、
製

炭
業
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
生
産
業
の
導
入
の
他
、
近
代
的
林
業
経
営
の
確
立
に
あ
る
が
、
林
業
経
営
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
。

(
一
九
六
三
、

一O
、
二
八
)

参
希
文
献
お
よ
び
註

①
一
九
六
三
、
日
本
地
理
学
会
秋
季
大
会
に
お
い
て
要
旨
の
一
部
を
報
告
し
た
。
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①
福
宿
光
一
日
山
村
の
諸
類
型
(
三
省
堂
教
授
資
料
一
一
一
号
、
一
九
六
二
、
別
刷
)
に
は
山
村
を
一
応
山
地
に
あ
る
集
落
と
し
、
行
政
上
の
町
村
単
位

で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
字
」
あ
る
い
は
「
部
落
」
程
度
の
小
単
位
と
し
た
場
合
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
て
い
る
か
を
、
経
済
活
動
を
通
じ
て
、
木

地
屋
集
落
・
林
業
集
落
・
製
炭
集
落
・
河
谷
斜
面
集
落
・
高
冷
地
集
落
・
出
作
り
集
落
な
ど
と
分
類
し
て
あ
る
。

①
三
浦
宏
u

下
伊
那
地
方
山
村
に
お
け
る
旅
業
の
地
域
的
研
究
(
長
野
県
学
校
科
学
教
育
奨
励
基
金
、
第
一
回
奨
励
研
究
レ
ポ
ー
ト
、
一
九
六
ご

④
千
葉
徳
爾
υ

信
州
地
域
に
お
け
る
農
業
集
落
の
高
度
限
界
に
つ
い
て
(
信
大
教
育
学
部
紀
要
八
号
、
一
九
五
九
)

@
一
ニ
浦
宏
二
ニ
州
街
道
沿
い
山
村
浪
合
の
発
展
過
程
(
信
濃
l
信
濃
史
学
会
機
関
誌
|
七
巻
、
九
号
)

①
古
島
敏
雄
日
信
州
中
馬
の
研
究
お
よ
び
江
戸
時
代
に
お
け
る
商
品
流
通
。

⑦
三
浦
宏
口
三
州
街
道
筋
山
村
の
変
貌
過
程
(
信
濃
四
巻
、
一
一
号
)
お
よ
び
三
州
街
道
筋
村
務
の
変
貌
過
程
川
|
旧
村
上
中
関
の
場
合
|
(
地
理
評

二
五
巻
別
冊
凶
講
演
要
旨
、
一
九
五
二
)

③
減
少
の
理
由
は
、
こ
れ
だ
け
で
な
く
中
央
線
の
開
通
な
ど
鉄
道
開
通
、
が
勿
論
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

①
福
宿
光
一
日
わ
が
国
に
お
け
る
製
炭
時
期
の
諸
型
式
の
分
布
(
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
第
五
号
抜
刷
、
一
九
五
六
)

⑩
三
浦
宏
日
矢
作
川
上
流
林
業
の
地
域
的
研
究
(
信
濃
一

O
巻
、
九
号
、
一
九
五
八
)

⑪
尾
留
川
正
平
一
林
業
(
経
済
地
理
i
新
地
理
学
講
座
間
朝
倉
書
広
)

⑫
福
本
和
夫
日
新
旧
山
林
大
地
主
の
実
態
(
東
洋
経
済
、
一
九
五
五
)

⑬
三
浦
宏
一
一
旦
小
川
流
域
林
業
の
推
移
と
そ
の
性
格
(
信
濃
一
一
一
一
巻
、
七
号
、
一
九
六
一
)

⑬
三
浦
宏
一
天
竜
川
中
流
域
山
村
の
地
域
性
に
関
す
る
若
手
の
考
察
(
新
地
理
八
巻
、
一
号
)

0

⑮
三
浦
宏
二
亦
石
谷
市
一
地
山
地
方
に
お
け
る
森
林
資
源
と
利
用
お
よ
び
経
営
に
つ
い
て
(
新
地
理
四
巻
、
一
一
号
)
o

お
よ
び
(
日
本
地
理
学
会
、
一
九

五
四
秋
季
大
会
講
演
要
旨
)

⑮
三
浦
宏
日
山
林
開
発
上
か
ら
み
た
南
伊
那
山
村
和
合
の
展
開
(
信
濃
九
巻
、
六
号
、
一
九
五
七
)

⑪
幸
田
清
喜
υ

白
峰
村
の
出
作
り
(
現
代
地
理
学
講
座
付
、
二
八
六
頁
)
。
葉
煙
草
の
生
産
は
黒
川
流
域
に
お
け
る
出
作
り
耕
作
の
契
機
と
な
っ
た
。

前
掲
日
参
照
。
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